


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I ~ T 
高諸島
唐 唐
(
4
)
散
氏
盤
派
散
氏
盤
漢
之
三
閥
(
後
漢
)
、
鄭
文
公
(
北
貌
)
(
5
)
克
鼎
派
克
鼎
、
説
文
公
子
鼎
、
税
季
子
白
盤
、
曽
白
黍
箪
泰
山
紐
石
崎
金
剛
怨
(
無
紀
年
)
、
匡
詰
刻
鰹
領
(
北
周
〉
(
6
〉
商
依
比
鼎
派
"
扇
倣
比
鼎
、
骨
甲
盤
、
不
膝
敵
、
豆
問
敵
、
守
敵
、
娩
子
敵
、
追
放
、
鶴
銘
(
梁
〉
、
黄
庭
(
東
普
)
(
7
)
郎
啓
墓
鐘
派
"
邸
啓
墓
鑑
、
居
葬
、
鉱
葬
、
抑
制
王
端
、
節
子
枇
宜
、
陳
憂
宜
、
拍
盤
、
王
子
申
盤
、
喪
史
鋭
、
中
義
鼻
、
単
子
自
筆
、
宰
街
工
盈
、
周
智
章
、
子
禾
干
釜
ハ
B
)
大
鼎
派
"
大
鼎
、
史
煩
敵
、
無
事
問
、
白
伯
虎
敵
、
求
伯
戎
敵
、
菌
皇
父
敵
、
超
尊
そ自
の)
他ぉ鑓魯
3昔日公
師顔伐
喜a語
、宋派
儲)・ 0
原魯
鐙公
伐
和調l
錨鼎
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こ
こ
に
示
さ
れ
る
石
刻
書
法
へ
の
系
譜
、
言
一
わ
ば
書
流
論
の
如
き
が
「
論
築
」
に
導
入
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
「
論
築
」
執
筆
以
前
の
李
氏
が
陶
溶
宣
に
宛
て
、
将
来
的
な
書
論
執
筆
の
構
想
を
語
っ
た
以
下
の
尺
績
を
見
て
お
き
た
い
。
瑞
清
昔
説
安
呉
述
書
、
服
其
精
恩
、
但
書
館
雑
蕪
、
微
革
大
雅
、
南
海
康
有
矯
作
贋
包
書
、
捜
集
梢
宏
、
但
緯
包
説
、
匪
締
恩
至
。
瑞
清
縞
不
自
度
思
、
放
漢
書
義
文
志
、
撰
成
一
書
、
備
究
衆
家
、
直
別
枝
派
、
論
列
異
問
、
上
湖
阪
祖
、
下
極
其
流
、
後
戟
諸
碑
、
以
示
皐
者
。
包
世
臣
(
安
呉
)
の
『
芸
舟
双
栂
』
(
道
光
二
六
(
一
八
四
六
)
年
初
刊
)
、
康
有
為
の
『
広
芸
舟
双
揖
』
(
光
諸
一
五
(
一
八
八
九
)
年
序
)
が
、
阪
元
を
鳴
矢
と
す
る
六
朝
石
刻
賞
揚
の
流
れ
に
位
置
す
る
碑
学
理
論
で
あ
る
こ
と
は
賞
言
を
要
し
ま
い
。
李
氏
は
、
包
・
康
の
石
刻
書
法
論
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
「
上
は
阪
の
祖
に
湖
り
、
下
は
其
の
流
を
極
め
、
後
に
諸
碑
を
載
せ
」
ん
と
い
う
書
流
論
の
開
陳
を
自
負
す
る
わ
け
で
あ
る
。
「
論
築
」
に
お
け
る
石
刻
例
の
配
置
は
、
明
ら
か
に
こ
の
尺
績
で
の
構
想
を
受
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
論
築
」
を
自
来
の
石
刻
書
法
論
と
の
脈
絡
か
ら
捉
え
る
た
め
に
は
、
李
氏
が
直
接
関
し
た
包
・
康
理
論
に
先
す
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
節
で
は
、
三
者
の
書
派
・
書
流
論
の
検
討
を
含
め
、
内
容
上
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
目
下
、
包
・
康
理
論
に
つ
い
て
は
、
西
林
昭
一
氏
に
詳
細
な
考
究
が
備
わ
む
こ
こ
で
は
以
後
の
立
踊
と
の
関
わ
り
か
ら
、
西
林
氏
の
説
を
踏
ま
え
、
特
に
雨
者
の
書
派
・
書
流
論
の
展
開
に
つ
い
て
以
下
に
略
述
す
る
。
包
氏
は
、
漢
代
の
茶
色
以
降
の
書
流
を
、
鍾
篠
派
・
梁
鵠
派
と
い
う
こ
派
が
対
峠
す
る
図
式
と
し
て
捉
え
た
。
こ
れ
は
南
北
の
別
を
説
く
院
氏
理
論
と
は
異
な
り
、
筆
法
の
系
統
の
開
示
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
二
派
の
六
朝
石
刻
例
も
北
碑
を
中
心
に
挙
げ
、
鍾
鯨
派
鄭
文
公
碑
、
泰
山
経
石
崎
、
守
遵
墓
誌
梁
鵠
派
一
一
張
猛
龍
碑
、
競
蜜
磁
・
楊
大
眼
・
始
平
公
(
各
造
像
)
と
し
、
鍾
係
派
H
円
筆
、
梁
鵠
派
H
方
筆
と
い
う
如
き
筆
法
の
対
立
を
明
ら
か
に
し
て
い
h
↑
一
方
、
康
氏
は
包
氏
の
指
摘
す
る
梁
鵠
派
を
否
定
し
、
新
た
に
衛
磁
・
衛
銀
等
の
衛
派
を
鍾
割
問
派
に
対
立
せ
し
め
た
。
こ
れ
は
、
南
H
鍾
篠
派
、
北
H
衛
派
と
い
う
院
民
的
な
南
北
対
立
の
構
図
を
基
調
と
し
、
更
に
「
夏
般
の
旧
国
」
に
来
源
す
る
と
い
う
摩
崖
系
の
別
派
も
加
え
、
大
枠
と
し
て
三
派
を
構
成
す
る
。
噌
』
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こ
で
三
派
の
掲
出
例
に
つ
い
て
、
「
論
築
」
及
び
包
氏
理
論
と
の
比
較
の
便
か
ら
各
々
に
共
、
空
9
る
掲
出
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
鍾
鯨
派
い
礎
飽
顔
碑
、
霊
廟
碑
陰
、
守
遵
墓
誌
衛
派
u
張
猛
龍
、
楊
大
限
・
貌
霊
議
・
始
平
公
(
各
造
像
)
別
派
u
鄭
文
公
碑
、
接
鶴
銘
と
な
る
。
こ
の
掲
出
例
か
ら
は
、
も
は
や
鍾
衛
両
派
の
#
偶
然
と
し
た
南
北
の
別
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
衛
派
H
方
筆
、
鍾
係
派
及
び
別
派
H
円
筆
と
い
う
筆
法
の
別
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
書
派
構
成
か
ら
は
、
実
質
的
に
包
氏
に
連
な
る
筆
法
の
方
円
二
分
論
的
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
点
に
鑑
み
、
「
論
築
」
に
着
目
し
た
場
合
先
ず
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
書
派
を
全
て
紹
介
し
た
後
の
総
括
的
な
部
分
に
記
さ
れ
る
今
日
示
子
以
作
築
筆
法
、
築
有
国
筆
方
筆
二
種
、
有
不
用
頓
挫
者
、
有
不
用
頓
挫
者
、
大
約
圃
筆
多
用
頓
挫
、
方
筆
不
用
頓
挫
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
臨
学
の
上
で
の
表
現
技
法
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
点
に
考
慮
の
余
地
は
あ
る
が
、
李
氏
に
お
い
て
も
、
や
は
り
方
円
大
別
の
理
が
害
派
分
類
上
の
基
軸
に
据
え
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
扱
う
対
象
は
金
文
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
も
、
先
縦
の
包
・
康
理
論
に
根
差
す
区
分
法
は
一
貫
し
て
定
着
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
上
記
包
・
康
理
論
の
掲
出
例
に
基
づ
き
、
「
論
築
」
で
の
石
刻
例
を
付
す
各
派
を
方
円
に
二
分
す
る
な
ら
ば
方
筆
系
u
楚
公
鐘
派
円
筆
系
u
散
氏
盤
派
、
克
期
派
、
商
欽
比
鼎
派
、
魯
公
伐
斜
鼎
派
と
な
ろ
う
。
康
氏
と
の
比
較
か
ら
言
え
ば
、
唯
一
嵩
高
霊
廟
(
霊
廟
碑
陰
)
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
康
氏
が
「
饗
龍
輔
副
興
一
盛
廟
碑
陰
同
健
」
、
「
饗
龍
顔
方
図
蛇
用
之
筆
也
」
と
す
る
如
く
、
襲
龍
頭
、
嵩
高
霊
廟
の
中
間
的
な
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
局
的
に
は
包
・
康
理
論
と
同
質
の
方
円
観
が
継
孝
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
円
筆
系
書
派
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
偏
向
的
な
分
派
体
系
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
な
お
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
円
筆
系
の
諸
派
は
様
式
上
の
特
質
か
ら
細
分
化
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
し
得
、
筆
画
の
方
円
と
は
異
っ
た
次
元
の
視
点
が
機
能
し
て
い
る
点
に
留
意
し
た
い
。
【初》
と
こ
ろ
で
、
既
に
劉
惟
装
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、
李
氏
が
金
文
書
法
を
推
奨
す
る
論
拠
は
、
高
依
比
鼎
派
に
お
い
て
、
結
字
・
章
法
論
と
し
て
集
約
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
一
字
有
一
字
之
章
法
、
右
軍
似
歓
反
正
之
妙
、
於
鐘
鼎
得
之
、
力
事
家
所
謂
重
心
勲
也
。
と
し
、
金
文
の
「
似
紋
反
正
」
つ
く
と
す
る
。
更
に
と
い
う
結
字
の
妙
趣
は
重
心
点
に
基
大
約
下
筆
時
、
須
胸
有
全
紙
、
回
無
全
字
、
此
非
深
於
鐙
鼎
者
、
不
能
知
也
。
(
中
略
)
一
字
之
妙
用
、
而
全
器
之
布
白
也
。
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一
字
一
字
が
呼
応
す
る
字
面
全
体
に
鑑
み
る
必
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
重
心
の
概
念
の
緩
用
は
従
来
他
例
を
見
ず
、
こ
こ
で
の
結
字
・
章
法
論
は
、
一
見
李
氏
の
独
創
に
よ
る
か
の
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
の
淵
源
に
は
、
包
氏
『
官
官
舟
双
栂
』
「
述
書
下
」
に
お
け
る
「
九
宮
」
説
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
恩
わ
れ
る
。
九
宮
と
は
、
結
(
子
法
の
点
か
ら
一
字
を
収
め
る
た
め
に
用
い
る
九
分
割
の
方
格
の
こ
と
で
あ
り
、
包
氏
は
、
ル」
T
レ、
相 頭必
得 目審
失手其
。足字
分之
布精
子神
芳所
之注
1¥ 
宮而
、安
則置
随於
其格
長内
短之
虚中
賓宮
而然
上後
下以
左其
右字
皆之
と
説
く
。
こ
の
「
中
宮
」
と
は
ま
さ
し
く
李
氏
の
重
心
点
に
相
当
し
得
る
。
妙
趣
を
生
み
だ
す
筆
画
の
均
衡
は
、
中
宮
す
な
わ
ち
重
心
点
を
拠
り
所
と
し
て
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
包
氏
は
九
宮
説
が
章
法
に
も
適
用
し
得
る
と
し
、
横
格
の
な
い
王
義
之
・
鍾
鯨
の
書
を
例
に
挙
げ
、
毎
字
布
勢
、
奇
縦
周
級
、
賞
合
通
篇
、
而
潟
大
九
宮
ぺ
如
三
代
鐘
鼎
文
字
と
す
る
。
李
氏
は
高
依
比
鼎
派
に
お
い
て
、
横
格
の
な
い
も
の
の
み
を
評
価
す
る
包
氏
の
姿
勢
に
異
を
唱
え
て
は
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
李
氏
が
九
宮
・
大
九
宮
説
か
ら
示
唆
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
傍
証
と
な
ろ
う
。
包
氏
が
こ
こ
で
比
職
と
し
た
「
三
代
鐘
鼎
文
字
」
は
、
李
氏
に
よ
っ
て
同
様
の
結
字
・
章
法
緩
か
ら
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
か
か
る
金
文
推
奨
の
論
拠
は
、
六
朝
石
刻
の
推
奨
へ
直
結
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
論
家
」
で
は
直
接
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
「
匡
詰
経
額
九
政
」
の
一
則
に
は
、
字
似
歓
而
賀
正
、
此
唐
太
宗
賛
右
軍
書
也
。
其
賓
亦
従
商
周
鐘
鼎
中
束
、
此
秘
惟
鶴
銘
・
飽
顔
・
鄭
道
昭
・
張
黒
女
及
此
石
侍
之
、
其
要
在
得
書
之
重
心
黙
也
。
と
あ
り
、
金
文
の
推
奨
と
同
じ
論
拠
か
ら
、
特
に
円
筆
系
各
派
に
配
さ
れ
る
摩
崖
を
主
と
し
た
六
朝
石
刻
を
正
統
的
な
末
商
に
位
置
つ
け
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
石
刻
は
、
既
述
の
如
く
円
筆
系
金
文
が
様
式
的
に
更
に
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
連
動
し
て
、
複
数
の
派
に
分
け
て
置
か
れ
る
。
だ
が
、
各
派
の
様
式
的
差
異
を
前
提
と
し
た
上
で
、
書
体
の
か
け
離
れ
た
金
文
と
の
関
連
を
具
体
的
に
論
ず
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
試
み
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
130 
な
い
。
各
派
の
解
説
で
、
掲
出
の
金
文
と
の
授
受
関
係
、
或
い
は
伝
流
の
特
性
・
独
自
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
言
及
が
殆
と
な
い
こ
と
は
、
か
か
る
試
み
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
李
氏
の
意
図
は
、
自
ら
推
奨
す
る
摩
崖
系
の
石
刻
を
複
数
の
書
派
に
分
け
て
配
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
各
派
の
様
式
的
差
異
の
厳
密
を
追
求
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
摩
崖
を
主
と
し
た
円
筆
系
六
朝
石
刻
を
唱
導
す
る
動
き
は
、
康
氏
理
論
に
克
明
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
こ
れ
ら
石
刻
の
古
撲
さ
に
着
目
し
、
ま
た
碑
砲
で
も
様
式
的
に
未
洗
練
な
も
の
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
試
み
に
、
彼
の
石
刻
品
第
が
窺
え
る
『
広
芸
舟
双
栂
』
「
碑
品
第
十
七
」
に
基
づ
き
、
上
位
同
%
を
占
め
る
「
妙
品
下
」
ま
で
の
石
刻
中
、
「
論
家
」
に
も
掲
出
さ
れ
る
も
の
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
神
品
袈
龍
顔
碑
、
霊
廟
碑
陰
妙
品
上
n
鄭
文
公
四
十
二
種
妙
品
下
υ
窟
鶴
銘
、
泰
山
紐
石
崎
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
論
築
」
石
刻
例
が
各
派
に
亘
っ
て
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
両
者
の
碑
品
観
の
著
し
い
近
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
嬰
龍
顔
碑
は
、
李
氏
に
よ
っ
て
各
派
の
摩
崖
と
同
列
に
重
心
点
の
視
座
か
ら
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
康
氏
が
こ
の
碑
と
同
体
と
す
る
霊
廟
碑
陰
(
皆
同
高
霊
廟
)
に
つ
い
て
は
、
李
氏
は
こ
れ
を
北
貌
諸
方
筆
か
ら
敢
え
て
派
を
分
け
る
。
こ
の
点
に
対
す
る
言
及
は
何
ら
見
ら
れ
な
い
が
、
李
氏
に
は
、
襲
龍
顔
碑
や
摩
崖
に
通
ず
る
こ
の
碑
の
性
質
を
格
別
に
強
調
す
る
意
図
が
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
張
猛
龍
碑
の
配
置
に
も
特
別
の
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
康
氏
の
碑
品
で
は
、
こ
の
碑
を
「
清
品
上
」
と
し
、
あ
ま
り
高
位
に
は
置
か
な
い
。
し
か
し
「
余
論
第
十
九
」
で
は
、
張
猛
龍
碑
、
結
構
局
書
家
之
至
、
而
短
長
崎
仰
、
各
随
其
髄
、
観
古
錨
鼎
害
、
各
随
字
形
、
大
小
活
動
圃
備
、
故
知
百
物
之
状
。
と
、
こ
の
碑
の
結
字
の
妙
趣
を
直
接
金
文
に
繋
げ
ん
と
す
る
言
説
が
見
ら
れ
る
。
李
氏
の
張
猛
龍
碑
観
が
、
か
か
る
言
説
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
碑
を
別
枠
に
扱
う
根
拠
の
一
端
は
、
や
は
り
上
記
の
石
刻
問
機
、
自
在
な
変
化
と
い
う
様
式
的
特
質
に
あ
る
と
言
え
る
。
以
上
、
「
論
築
」
を
包
・
康
狸
論
と
の
比
較
か
ら
検
討
し
た
。
李
氏
が
自
負
す
る
書
流
論
は
、
既
に
包
康
理
論
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
い
る
叙
述
形
式
で
あ
り
、
そ
こ
で
展
開
す
る
筆
画
の
方
円
に
よ
る
分
派
法
は
、
「
論
集
」
で
も
祖
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
更
に
は
、
金
文
書
法
を
唱
導
す
る
論
拠
や
、
或
い
は
書
流
論
に
よ
っ
て
末
商
に
置
か
れ
る
石
刻
書
法
の
品
第
体
系
等
、
「
論
築
」
は
そ
の
立
論
の
根
幹
を
成
す
部
分
に
お
い
て
、
包
・
康
理
論
と
の
深
い
結
び
付
き
を
見
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
諸
点
に
よ
っ
て
、
「
論
築
」
に
至
る
碑
学
理
論
の
脈
絡
を
導
き
得
た
わ
け
で
あ
る
。
野宿
本
節
で
は
、
「
論
築
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、
李
氏
の
門
弟
た
ち
の
間
金
文
書
法
論
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
は
じ
め
に
、
の
既
述
の
胡
氏
の
理
論
に
先
立
っ
て
、
黄
鴻
図
の
「
稚
裳
論
書
雑
1
4
A
n
v
【
刷
C
集
著
」
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
既
に
藤
原
楚
水
博
士
は
、
「
書
風
の
釦
上
か
ら
金
文
を
観
察
し
、
総
括
的
な
批
判
を
下
し
た
」
先
駆
性
を
喰
U
《お
V
断
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
論
築
」
か
ら
の
影
響
が
色
濃
哩
く
看
取
さ
れ
る
。
日
五
種
の
題
抜
か
ら
成
る
こ
の
書
論
で
は
、
「
臨
散
氏
盤
三
則
」
に
市
治
吹
書
法
に
関
す
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
言
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
開
る
。
こ
の
題
政
は
、
三
つ
の
金
文
書
派
の
提
示
を
主
題
と
し
、
ま
た
刷
各
派
に
は
末
奇
と
す
る
石
刻
例
を
掲
出
す
る
こ
と
か
ら
、
形
式
的
に
輸
は
「
論
築
」
の
書
派
・
書
流
論
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。
酔
更
に
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
三
派
が
斉
派
・
魯
派
・
楚
派
と
地
域
肌
(
国
)
名
を
冠
し
、
李
氏
の
志
向
し
た
地
域
別
書
派
論
を
継
承
し
て
日
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
に
は
三
派
の
解
説
の
一
部
と
金
文
掲
出
例
を
日
{
百示し
た
。
斉
派
日
間
円
派
書
多
出
於
股
題
、
故
用
筆
多
直
陳
昼
箪
、
陳
純
釜
、
拍
盤
、
費
侯
盤
、
西
車
線
(
費
侯
峨
)
魯
派
υ
魯
乗
周
程
、
故
其
文
曲
、
属
周
之
正
宗
一
、
品
押
器
流
停
、
此
派
最
多
大
司
徒
医
、
不
服
敵
、
大
鼎
、
高
依
鼎
、
守
甲
盤
、
魯
公
伐
邪
鼎
、
《
mM
散
氏
盤
、
毛
公
鼎
、
議
季
子
盤
楚
派
・
楚
書
無
不
雄
強
、
(
中
略
)
其
書
悉
用
直
筆
、
可
興
費
派
、
市
魯
書
之
雄
強
者
、
亦
往
往
時
数
相
関
孟
鼎
、
楚
公
錯
、
夜
雨
雷
錦
、
大
保
敦
禽
品
師
、
荏
舵
さ
て
、
「
排
煙
家
」
股
派
で
は
股
派
亦
有
流
於
費
者
、
(
中
略
)
然
用
筆
尖
直
、
下
無
其
質
賓
而
略
華
秀
、
間
四
俗
誇
詐
、
此
風
無
所
開
也
。
と
斉
の
地
域
性
に
着
目
す
る
言
説
が
見
ら
れ
、
更
に
湾
侯
唇
派
で
は
、
将
来
即
定
儒
費
派
、
此
因
未
成
書
、
故
但
以
書
法
局
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
黄
氏
の
斉
派
は
、
「
論
築
」
と
同
様
の
斉
書
観
を
示
す
一
方
、
将
来
斉
派
と
す
べ
き
「
論
築
」
費
侯
曇
派
の
器
例
も
交
え
、
そ
の
点
で
は
全
く
李
氏
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
費
侯
器
派
は
一
般
の
「
用
筆
尖
直
」
と
は
異
な
っ
た
「
筆
長
而
曲
」
た
る
特
質
を
有
す
る
が
故
に
別
派
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
黄
氏
が
か
か
る
様
式
的
差
異
を
配
慮
せ
ず
に
、
「
悉
用
直
筆
」
と
し
て
統
一
し
た
こ
と
は
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
方
、
魯
派
に
つ
い
て
は
、
「
論
築
」
で
は
直
接
的
な
言
及
は
な
【
m》
い
が
、
李
氏
「
政
宋
拓
史
展
後
碑
」
に
は
、
大
約
糟
器
罫
派
也
、
史
展
魯
派
也
、
魯
本
承
成
周
遣
法
、
廟
堂
之
上
、
従
容
柔
筆
、
此
矯
正
宗
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
魯
派
も
ま
た
、
李
氏
の
地
域
書
流
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
掲
出
例
の
銘
辞
内
容
か
ら
推
し
て
、
黄
氏
が
こ
れ
ら
掲
出
例
の
全
て
に
つ
い
て
魯
器
と
の
関
連
を
見
出
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
派
は
、
専
ら
「
曲
」
と
い
う
書
法
的
特
質
の
み
を
基
準
と
し
て
定
立
さ
れ
た
書
派
と
見
倣
さ
ざ
る
を
得
ず
、
し
か
も
そ
こ
で
は
「
論
築
」
円
筆
系
諸
派
の
掲
出
例
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
が
着
目
さ
れ
る
。
同
様
に
楚
派
に
お
い
て
も
、
厳
密
に
分
域
さ
れ
た
楚
器
を
対
象
に
せ
ん
と
す
る
姿
勢
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
論
築
」
楚
公
鐙
派
器
例
を
霞
く
こ
の
派
は
、
実
質
的
に
李
氏
の
言
一
う
方
筆
派
に
相
当
し
得
る
。
従
っ
て
大
略
器
例
を
分
域
し
得
た
斉
派
と
は
異
な
り
、
か
か
る
魯
・
楚
両
派
は
、
李
氏
的
な
方
円
の
分
派
体
系
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
黄
氏
が
提
示
す
る
直
・
曲
と
い
う
視
座
は
、
李
氏
に
お
け
る
方
円
と
の
同
質
性
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
「
論
家
」
の
部
啓
墓
銭
派
解
説
に
は
、
「
此
派
賞
出
股
派
、
而
結
字
長
又
近
楚
」
と
あ
り
、
李
氏
は
方
筆
派
た
る
楚
公
鐙
派
と
は
異
な
っ
た
点
で
楚
様
式
の
特
性
を
見
出
し
て
い
た
。
楚
派
に
つ
い
て
は
両
者
の
様
式
観
に
隔
り
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
か
く
の
如
く
、
地
域
書
派
を
標
携
し
つ
つ
も
、
未
だ
器
例
の
分
場
が
徹
し
得
な
い
黄
氏
理
論
は
、
や
は
り
そ
の
暫
定
的
な
性
格
が
問
題
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
李
氏
の
地
域
書
流
観
、
方
円
分
派
観
を
受
け
つ
つ
、
「
論
築
」
で
の
幾
多
の
害
派
を
概
括
的
に
整
理
す
る
と
い
う
動
き
は
、
次
に
見
る
胡
氏
理
論
へ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
の
過
渡
性
を
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
胡
氏
の
理
論
に
着
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
《
叩
》
【
引
V
A
n
》
「
古
文
変
遷
論
」
「
斉
楚
古
金
表
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
二
つ
の
書
論
で
は
、
石
刻
例
を
末
商
と
し
て
掲
げ
る
伝
流
論
は
説
か
れ
な
い
が
、
や
は
り
害
派
論
の
形
式
を
と
る
。
先
ず
「
古
文
変
遷
論
」
で
は
、
股
か
ら
戦
国
期
ま
で
の
金
文
に
つ
い
て
、
実
質
五
派
、
す
な
わ
ち
方
筆
・
方
円
過
渡
・
円
筆
・
斉
・
楚
に
区
分
す
る
。
そ
の
一
方
、
「
斉
楚
古
金
表
」
序
文
で
は
、
殴
・
周
・
斉
・
楚
の
四
派
を
提
示
す
る
が
、
こ
れ
は
、
上
記
五
派
中
方
円
過
渡
と
円
筆
と
を
周
派
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
直
し
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
五
派
説
と
内
容
上
大
差
は
な
い
。
以
下
に
は
、
「
古
文
変
遷
論
」
に
付
さ
れ
る
模
式
図
「
古
文
変
選
表
」
の
関
連
箇
所
に
、
「
斉
楚
古
金
表
」
の
四
派
を
位
置
づ
け
整
理
し
た
。
(段
l
周
初
)
方
筆
〔股派〕
(
宗
一
周
中
葉
)
方
円
過
度
〔周
(
暦
宣
以
来
)
円
筆派〕
円
i
「
〔
斉
派
〕
;
戸
〔
楚
派
〕
133近代碑学理論の展開における「玉梅花宜論築Jの位置(菅野)
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
「
論
築
」
に
お
け
る
方
円
の
視
座
が
、
段
派
リ
方
筆
、
周
派
H
円
筆
と
い
う
如
く
、
時
代
性
に
還
元
さ
れ
た
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
試
み
に
、
「
古
文
変
遷
論
」
に
お
い
て
胡
氏
が
股
・
周
両
派
で
掲
出
し
た
器
例
中
、
「
論
築
」
に
も
《
幻
】
掲
出
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
殴
派
υ
楚
公
鎖
、
孟
鼎
、
起
鼎
、
遺
尊
、
放
由
、
絡
子
自
周
派
函
皇
父
段
、
散
氏
盤
、
頒
鼎
、
頒
段
、
高
般
比
問
、
無
虫
鼎
、
不
娘
段
、
師
裳
段
、
税
季
子
白
盤
、
毛
公
鼎
、
号
甲
盤
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
論
築
」
楚
公
鐘
尿
器
例
と
他
の
円
筆
系
諸
派
の
器
例
は
、
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
時
代
的
な
視
点
か
ら
再
構
成
を
図
っ
た
胡
氏
の
区
分
法
は
、
李
氏
の
方
円
の
体
系
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
専
ら
書
法
に
鑑
み
た
の
み
の
李
氏
の
方
円
観
が
、
結
果
と
し
て
時
代
性
へ
の
視
座
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
逆
説
的
に
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
李
・
黄
両
氏
が
段
と
斉
の
繋
が
り
を
見
出
し
て
い
た
の
に
対
し
、
胡
氏
説
で
は
斉
楚
両
派
と
も
に
股
の
支
流
に
位
置
つ
け
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
斉
楚
古
金
表
」
の
斉
楚
両
派
掲
出
例
中
、
「
論
築
」
に
も
掲
出
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
、
両
氏
の
見
解
を
比
較
し
た
い
F
斉
派
祁
君
婦
室
、
魯
公
伐
斜
鼎
、
曽
伯
饗
宜
、
祷
陳
畏
箪
、
蹄
父
盤
、
拍
盤
、
商
侯
散
、
園
差
締
〈
膏
侯
傭
)
、
陳
純
釜
、
費
侯
曇
楚
派
厳
原
鏡
、
王
申
残
箪
、
純
王
義
楚
祭
出
、
無
主
故
箪
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
「
論
築
」
殴
啄
中
の
斉
器
、
問
問
侯
唇
派
、
そ
し
て
部
啓
墓
鐙
派
の
器
例
が
収
め
ら
れ
る
。
噌
」
の
対
照
か
ら
す
れ
ば
、
部
啓
墓
鎖
派
で
は
、
殺
派
を
受
け
る
と
す
る
斉
派
の
器
例
を
集
め
る
の
み
な
ら
ず
、
結
体
に
近
似
性
を
認
め
る
楚
の
器
例
も
分
域
に
つ
い
て
未
整
理
の
ま
ま
掲
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
李
氏
も
実
際
に
は
股
派
の
流
れ
に
斉
楚
双
方
を
位
置
づ
け
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
李
・
胡
両
者
の
斉
楚
様
式
観
は
一
致
し
た
面
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
胡
氏
の
場
合
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
斉
派
リ
整
斉
、
楚
派
H
流
麗
と
い
う
、
李
氏
に
は
見
ら
れ
ぬ
両
派
の
様
式
的
区
分
を
呈
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
上
記
の
如
き
器
例
の
断
代
・
分
域
の
考
拠
で
あ
る
。
黄
氏
の
害
派
論
で
は
、
未
だ
分
域
法
に
問
題
が
残
り
、
妥
当
性
を
欠
く
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
胡
氏
理
論
で
は
進
展
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
初
め
に
断
代
に
つ
い
て
、
「
古
文
変
遷
論
」
か
ら
、
方
・
方
円
過
度
134 
円
の
三
派
区
分
に
関
わ
る
言
説
を
以
下
に
引
く
。
方
往
往
器
物
刻
酔
、
橋
年
矯
「
紀
」
、
甲
乙
属
人
名
、
以
弗
矯
器
之
週
稿
、
筆
勢
方
折
、
器
上
花
文
以
雷
文
民
主
、
明
局
股
・
商
務
風
。
而
上
有
成
周
・
宗
一
周
等
語
、
歴
法
純
矯
周
之
太
陰
歴
、
有
初
吉
・
生
覇
・
股
望
等
語
、
又
明
局
周
器
無
疑
。
方
円
過
渡
・
器
物
往
往
有
構
「
杷
」
而
周
回
筆
者
、
有
稽
「
年
」
而
用
方
筆
者
、
不
能
蹄
之
於
殴
派
或
周
派
、
葦
方
固
過
渡
時
之
器
也
。
円
王
皆
作
玉
、
内
皆
作
n、平
J
皆
作
予
、
ん
す
皆
作
町
、
稽
紀
錆
年
、
廟
税
不
稿
甲
乙
而
稿
益
法
、
器
有
専
名
、
不
以
葬
馬
綿
稿
、
刻
鍵
由
雷
文
控
局
環
文
、
下
筆
温
厚
圃
輔
、
或
取
従
勢
、
或
取
衡
勢
、
行
筆
不
甚
長
、
器
上
往
往
有
陽
文
界
格
、
(
中
略
)
此
期
約
在
宗
周
中
葉
以
後
。
各
派
と
も
器
の
銘
辞
内
容
を
分
派
の
基
準
に
据
え
て
い
る
点
に
先
ず
着
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
廟
号
、
器
称
、
歴
法
用
語
等
、
断
代
の
指
標
た
り
得
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
拠
っ
て
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
言
う
ま
で
も
な
く
器
の
断
代
は
、
逐
一
の
器
の
銘
辞
内
容
を
総
合
的
に
鑑
み
る
方
向
か
ら
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
胡
氏
の
掲
げ
た
指
標
が
、
ど
の
程
度
有
用
で
あ
る
か
は
、
逐
一
の
掲
出
例
に
つ
い
て
今
後
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
問
題
と
な
る
の
は
、
方
円
と
い
う
書
法
的
視
座
が
、
銘
辞
内
容
等
と
と
も
に
区
分
法
と
し
て
並
列
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
方
円
の
別
は
、
断
代
の
指
標
と
し
て
機
能
さ
れ
る
以
前
に
、
銘
辞
等
他
の
実
証
的
基
準
か
ら
断
代
さ
れ
た
器
群
を
も
と
に
、
そ
の
法
則
性
が
帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
時
代
別
の
書
法
様
式
論
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
書
法
的
特
性
は
あ
く
ま
で
断
代
さ
れ
た
結
果
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
初
め
か
ら
断
代
の
た
め
の
手
段
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
斉
楚
の
分
域
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
断
代
法
と
は
異
な
り
、
銘
辞
中
の
国
名
を
考
拠
の
第
一
義
に
置
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
斉
楚
両
器
を
集
め
る
の
み
な
ら
ず
、
「
北
方
以
費
矯
中
心
、
南
方
以
楚
矯
中
心
、
(
中
略
)
費
・
楚
扇
河
東
南
大
圏
、
郷
近
諸
邦
、
皆
矯
所
化
。
」
と
し
て
斉
派
紀
、
料
、
曲
、
錦
、
督
、
燕
、
魯
楚
派
"
宋
、
茶
、
郷
、
都
、
郷
、
呉
、
黄
と
大
局
的
に
南
(
楚
派
)
北
(
斉
派
)
の
別
を
説
く
点
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
整
斉
・
流
麗
と
い
う
書
法
の
傾
性
は
、
こ
こ
に
示
し
た
分
域
が
確
定
し
、
そ
の
上
で
賞
識
さ
れ
た
結
果
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
上
述
の
断
代
法
に
比
し
て
首
肯
さ
れ
る
手
続
き
で
あ
る
。
以
上
に
見
る
如
く
、
胡
氏
の
理
論
は
単
に
李
・
黄
理
論
に
お
け
る
方
円
、
斉
楚
と
い
う
書
派
体
系
を
受
け
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
実
証
的
裏
付
け
を
進
展
せ
し
め
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
討
の
余
地
は
な
お
残
る
が
、
こ
の
理
論
に
至
り
、
「
論
築
」
に
示
さ
れ
る
李
氏
の
将
来
的
な
書
派
論
構
想
は
、
一
応
の
具
現
化
を
見
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
小
論
で
は
、
李
瑞
清
の
「
論
築
」
を
時
代
的
に
前
後
に
近
接
す
る
碑
学
理
論
と
の
関
連
か
ら
検
討
を
加
え
、
そ
の
書
論
史
的
位
置
づ
け
釦
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
小
論
で
の
結
果
か
、
り
す
れ
ば
、
こ
こ
で
取
り
借
上
げ
た
諸
理
論
は
、
「
論
築
」
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
一
連
の
系
儲
譜
と
し
て
跡
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
、
碑
学
の
対
象
の
が
石
刻
か
ら
金
文
へ
と
漸
次
拡
張
・
移
行
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
、
換
言
問
宿
す
れ
ば
、
従
来
の
石
刻
書
法
論
と
密
接
な
関
わ
り
を
保
ち
な
が
ら
、
釦
金
文
書
法
論
が
生
成
・
発
展
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
「
論
築
」
は
か
削
か
る
過
程
に
お
い
て
転
換
点
に
位
置
し
、
橋
梁
と
し
て
の
役
割
を
哩
担
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
従
来
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
論
日
築
」
の
新
た
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
持
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
更
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
論
築
」
閣
の
背
景
に
、
金
文
書
法
の
作
品
化
と
い
う
当
時
新
興
の
実
践
的
思
潮
似
が
存
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
実
は
李
氏
自
身
も
他
の
作
家
と
関
わ
り
輸
な
が
ら
実
践
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
「
論
築
」
が
か
か
る
恩
畔
潮
と
無
縁
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
殊
に
円
筆
系
書
派
か
細
分
間
化
さ
れ
る
偏
向
的
な
書
派
体
系
は
、
署
名
深
い
結
び
付
き
を
予
釘
測
さ
せ
る
。
今
後
「
論
築
」
に
つ
い
て
は
、
作
家
た
ち
の
書
業
も
含
l
め
、
当
時
の
金
文
書
法
の
受
容
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
捉
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
金
文
書
派
論
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
理
論
が
、
一
貫
し
て
方
円
の
別
を
書
派
区
分
の
視
座
と
し
て
定
着
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
か
か
る
方
円
の
理
は
、
後
の
金
文
理
論
で
は
如
何
に
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
以
降
の
流
れ
を
鑑
み
る
、
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
注
(
i
)
同
治
六
〈
一
八
六
七
)
i
民
国
九
(
一
九
二
O
)
年
。
江
西
臨
川
白
人
。
字
は
仲
麟
、
梅
庵
、
玉
梅
花
宜
、
清
道
人
な
ど
と
号
し
た
。
光
緒
二
一
(
一
八
九
五
)
年
の
進
士
。
両
江
師
範
学
堂
監
督
、
江
寧
提
学
使
を
歴
任
、
鼎
革
後
は
上
海
に
流
寓
し
、
書
壇
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
た
。
(
2
)
東
南
大
学
園
学
研
究
会
編
『
国
学
叢
刊
』
第
二
巻
第
四
号
(
民
国
一
四
(
一
九
二
五
)
年
)
所
収
。
な
お
李
瑞
清
著
・
蒋
国
梼
編
昌
明
道
人
遺
集
』
(
民
国
二
O
こ
九
三
一
)
年
後
序
・
以
下
叫
遺
築
』
と
略
す
〉
で
は
、
同
稿
が
「
玉
梅
花
宣
誓
断
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
「
論
築
」
本
と
は
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
小
論
で
の
考
察
は
全
て
「
論
築
」
本
に
基
づ
き
、
引
用
も
こ
れ
を
底
本
と
し
た
。
(
3
)
侯
鏡
利
「
先
秦
書
芸
略
論
」
「
害
学
家
李
瑞
清
」
(
と
も
に
侯
鏡
剥
『
書
学
論
集
』
(
一
九
八
二
年
)
所
収
)
、
乙
之
「
清
道
人
書
法
雑
談
」
(
害
136 
譜
出
版
社
『
書
譜
』
総
三
四
期
(
一
九
八
O
年
)
所
収
)
、
捌
惟
妥
「
熔
鋳
古
今
、
継
往
開
来
l
近
代
傑
出
書
家
的
清
道
人
」
(
書
法
編
集
部
『
書
法
』
一
九
九
四
年
第
六
期
所
収
)
な
ど
。
(
4
)
前
掲
注
(
3
)
侯
氏
、
劉
氏
論
文
及
び
花
存
忠
「
胡
小
石
論
文
集
序
言
」
(
『
胡
小
石
論
文
集
』
(
一
九
八
二
年
)
所
収
)
(
5
)
拙
稿
「
『
玉
梅
花
食
詣
築
』
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て
」
(
大
塚
漢
文
学
会
『
中
国
文
化
・
漢
文
学
会
報
』
五
一
号
(
一
九
九
三
年
)
所
収
)
(
日
)
前
掲
注
(
5
)
拙
稿
で
は
、
「
論
護
」
を
三
部
構
成
と
見
倣
し
た
(
第
一
節
参
照
)
。
金
文
書
法
論
は
第
三
部
に
展
開
さ
れ
る
。
(
7
)
前
掲
注
(
3
)
侯
氏
、
劉
氏
論
文
(
B
)
各
派
の
番
号
、
及
び
石
刻
掲
出
例
の
成
立
時
代
は
、
便
宜
上
著
者
が
補
足
し
た
。
な
お
、
股
派
の
組
版
、
牛
骨
、
周
廟
堂
閣
の
石
鼓
文
は
、
も
と
よ
り
金
文
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
(
9
)
陳
畏
笈
、
居
拐
、
拍
盤
は
、
郎
容
墓
錨
派
で
重
視
し
て
掲
出
さ
れ
る
。
(
)
器
例
は
、
解
説
中
に
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
叩
)
孟
剛
聞
を
端
緒
と
す
る
こ
の
伝
流
図
は
、
「
論
家
」
掲
載
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
欧
陽
詞
、
欧
陽
週
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
唐
代
の
能
嘗
家
の
名
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
彼
ら
白
書
丹
に
よ
る
碑
刻
を
指
す
。
(
日
)
黄
庭
(
経
〉
は
石
刻
例
で
は
な
く
、
法
帖
で
伝
え
ら
れ
た
遺
例
で
あ
る
。
(
印
)
各
派
の
紹
介
の
後
に
、
追
っ
て
言
及
さ
れ
た
器
例
で
あ
る
。
〔
日
)
「
報
陶
心
雲
書
」
(
『
迫
集
』
巻
ニ
・
書
所
収
)
。
引
用
部
分
は
、
陶
氏
(
?
1民
国
四
(
一
九
一
五
)
年
)
が
、
碑
学
の
立
場
か
ら
「
根
山
論
書
詩
」
を
著
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
言
で
あ
る
。
(
は
)
西
林
昭
一
「
碑
学
派
に
関
す
る
一
考
案
康
有
為
の
書
学
を
中
心
と
し
て
」
(
跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会
『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
一
六
ご
九
六
九
年
)
所
収
)
(
臼
)
前
掲
注
(
凶
)
西
林
論
文
〔
一
)
(
日
〉
前
掲
注
(
M
)
西
林
論
文
(
一
)
及
び
西
林
昭
一
「
康
有
為
の
書
論
」
(
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
『
東
洋
研
究
』
一
九
(
一
九
六
九
年
)
所
収
)
(
三
)
(
げ
)
前
掲
注
(
M
〉
西
林
論
文
(
ニ
〉
(
同
日
)
『
広
芸
舟
双
揖
』
「
導
源
第
十
四
」
(
叩
)
『
広
芸
舟
双
栂
』
「
綴
法
第
二
十
一
」
(
初
)
前
掲
注
(
3
)
劉
氏
論
文
(
引
)
『
遺
集
』
侠
稿
題
政
所
収
(
辺
)
前
掲
注
(
は
)
西
林
論
文
で
は
「
康
有
為
の
い
う
、
上
乗
白
書
は
、
隷
栂
未
分
化
の
円
筆
(
も
し
く
は
方
円
並
用
)
の
六
朝
の
碑
版
に
あ
っ
た
」
と
す
る
。
ま
た
中
国
勇
次
郎
氏
は
、
康
氏
の
碑
品
に
つ
い
て
「
純
棋
で
古
風
な
も
の
を
第
一
と
し
て
(
中
略
)
都
会
の
中
心
を
は
な
れ
た
素
撲
な
碑
や
摩
崖
や
造
像
の
も
の
が
多
い
」
と
す
る
(
「
北
碑
派
白
書
論
」
、
『
中
国
書
論
集
』
二
玄
社
(
一
九
七
O
年
)
所
収
)
。
(
お
)
東
方
雑
誌
社
『
東
方
雑
誌
』
第
二
七
巻
第
二
号
・
中
国
美
術
号
(
民
国
一
九
(
一
九
二
5
〉
年
)
所
収
(
剖
)
こ
の
他
、
李
氏
の
門
第
が
著
し
た
金
文
書
法
に
関
す
る
理
論
に
は
、
李
健
〔
李
氏
の
甥
)
の
「
害
適
」
(
書
法
編
集
部
『
書
法
』
第
四
六
・
四
七
期
(
一
九
八
六
年
)
所
収
)
が
あ
る
。
こ
の
理
論
も
「
論
家
」
以
降
の
流
れ
を
見
る
上
で
興
味
深
い
が
、
詳
細
な
検
討
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
137近代碑学理論の展開における「玉梅花宜論築Jの位置(菅野)
〔
お
)
藤
原
楚
水
『
書
道
金
石
学
』
(
一
九
四
三
年
)
第
二
編
・
第
一
章
・
第
五
節
「
金
文
と
害
派
」
(
お
)
同
右
論
文
で
は
、
黄
氏
理
論
の
紹
介
と
し
て
、
特
に
「
臨
散
氏
盤
三
則
」
を
中
心
に
訳
出
し
て
い
る
。
〔
幻
〉
こ
こ
で
の
器
例
申
呼
称
は
「
臨
散
氏
盤
三
則
」
に
従
う
。
「
論
築
」
と
著
し
く
異
な
る
呼
称
の
器
例
に
は
、
「
論
築
」
で
の
呼
称
を
(
)
で
補
っ
た
。
(
却
)
毛
公
鼎
、
難
季
子
盤
に
つ
い
て
は
、
魯
派
に
属
す
と
い
-
つ
直
接
的
な
言
及
は
な
い
が
、
魯
派
と
明
示
さ
れ
る
散
氏
盤
と
の
関
連
で
そ
の
特
質
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
魯
派
に
配
置
し
た
。
(
鈎
)
『
遺
集
』
侠
稿
題
政
所
収
(
釦
)
中
央
大
学
『
文
芸
議
刊
』
第
一
巻
第
一
期
(
民
国
一
一
二
(
一
九
三
三
)
年
)
所
収
(
剖
〉
中
華
図
書
館
協
会
『
図
書
館
学
季
刊
』
第
二
巻
第
三
期
(
民
国
一
七
(
一
九
二
八
)
年
)
初
出
。
た
だ
し
小
論
で
の
検
討
は
、
国
風
社
『
国
風
半
月
刊
』
第
四
巻
第
一
一
期
(
民
国
二
三
(
一
九
三
四
d
年
所
収
)
の
改
訂
稿
に
基
づ
い
て
い
る
。
(
但
)
小
論
第
一
節
に
明
ら
か
な
如
く
、
李
氏
は
金
文
書
法
の
分
域
研
究
に
つ
い
て
「
嘱
門
人
胡
光
焼
矯
之
」
と
し
、
そ
れ
は
「
論
築
」
執
筆
の
際
「
正
在
考
定
商
酌
時
」
で
あ
っ
た
。
胡
氏
に
は
そ
の
後
一
年
を
経
ず
に
成
っ
た
『
金
石
蕃
錦
集
』
(
第
一
集
は
民
国
七
(
一
九
一
八
)
年
刊
)
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
著
録
で
は
、
器
例
が
体
系
的
に
分
域
さ
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
今
回
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
な
い
。
(
お
)
こ
こ
で
の
器
例
の
呼
称
は
「
古
文
変
遷
論
」
に
従
う
。
(
鈍
〕
こ
こ
で
の
器
例
の
呼
称
は
「
斉
楚
古
金
表
」
に
従
う
。
「
論
集
」
と
著
し
く
異
な
る
呼
称
の
器
例
に
は
、
「
論
築
」
で
の
呼
称
を
(
)
で
補
っ
た
。
